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仙台つるがや福祉会発足からご尽力いただいた前秋葉理事長、前松本

施設長、髙橋理事、後藤理事が退任されました。 

法人、施設共に新体制となり、再度スタートラインに立たせて頂いた

ような身の引き締まる想いです。 

 会報委員会では、事業内容、生産活動などをお伝えできるよう会報を

お届けさせていただきます。 

 今後とも皆様のご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 
                         

 

 

平成 26年度後援会会費等の状況 

平成 26 年６月３０日現在 

区 分 人数 計(円) 

正会員 73 895,400 

〃 協力金 1 10,000 

賛助会員 5 25,000 

団体会員 0 0 

寄附 2 57,000 

合計 81 987,400 

 

平成 26 年４月 23 日に後援会定期総会を開催し，平成 25 年度事業報告及び決算報

告，並びに平成 26 年度事業計画及び予算が承認されました。  

平成２５年度決算 

収入の部                      

科 目 予算額 決算額 

会費 1,000,000 1,504,200 

寄附金 800,000 1,138,800 

繰越金 200,377 200,377 

合計 2,000,377 2,843,377 

支出の部 

科 目 予算額 決算額 

事務費 50,000 21,558 

活動費 50,000 19,700 

法人へ寄附 1,700,000 2,500,000 

予備費 200,377 0 

合計 2,000,377 2,541,258 

平成２５年度収支差額    

 

平成２６年度予算 

収入の部                      

科 目 予算額 

会費 1,200,000 

寄附金 800,000 

繰越金 302,119 

合計 2,302,119 

支出の部 

科 目 予算額 

事務費 70,000 

活動費 50,000 

法人へ寄附 1,800,000 

予備費 382,119 

合計 2,302,119 

 

（

次年度に繰越） 

仙台つるがや福祉会後援会 

【法人への寄附】（平成 26 年 2 月 2 日～平成 26 年 6 月 30 日） 

[2,500,000 円]仙台つるがや福祉会後援会様 

[1,000,000 円]髙橋建一様 [350,000 円]須和部和賀子様 

[100,000 円]酒井喜美子様 [61,265 円]ワークつるがや保護者会様 

【後援会関係】（平成 26 年 2 月 2 日～平成 26 年 6 月 30 日） 

賛助会員会費 [10,000 円]大庭美知子様 [6,000 円]田中米穀店様  

[3,000 円]石田由貴様，小野寺正代様，栗林節夫様 

正会員会費  [54,000 円]2 名 [36,000 円]2 名 [18,000 円]8 名 

[10,800 円]47 名 [10,000 円]1 名   

       [7,200 円]2 名  [7,000 円]1 名  [3,600 円]11 名 

正会員協力金 [10,000 円]2 名 

 寄附金     [125,000 円]1 名 [50,000 円]1 名 [7,000 円]1 名 

[3,000 円]1 名   

 

 

   

 

 

定期総会報告 ○役員名簿 (敬称略)                    

役職 氏名 

会長 佐々木 謙 

副会長 後藤 順一 

副会長 佐々木 剛一 

幹事 佐藤 敬 

幹事 宍戸 武夫 

幹事 池田 寿子 

幹事 佐藤 桂子 

幹事 藤原 こずえ 

幹事 紺野 英夫 

幹事 片平 幸代 

会計 安達 寿賀子 

会計 須藤 眞希子 

会計 星  元子 

監事 髙橋 建一 

監事 大庭 美知子 

 

（ 
収入 2,843,377 円－支出 2,541,258 円＝302,119 円（次年度に繰越） 

後援会会員募集 

仙台つるがや福祉会後援会では一人でも多く

の方にご協力をいただけるよう、会員を募集

しています。賛助会員は、一口年額 3,000

円からご加入いただけますので、皆様のご協

力をお願い致します。 

納入方法：現金または郵便局の払込取扱票に

てお願いします。 

口座記号番号：０２２８０－０－９２１４６ 

加入者名：仙台つるがや福祉会後援会 

問い合わせ先：022-395-7966 

         （ワークつるがや内） 

「この法人は、知的障害のある人とその家族が、将来にわたり安心して暮らすことができる

よう、きめ細かいサービスの提供に努めます。」 

これは、仙台つるがや福祉会を設立するとき、関係者で考えた法人の基本理念のひとつです。 

私は、これまで施設長として法人の事業運営について話し合うとき、この理念を頭に浮か

べてまいりました。それは、ご家族が知的障害のあるわが子の幸せをいつも深く願っておら

れ、子ども自身もご家族との結びつきがとても強いと感じているからです。 

平成 26 年 6 月５日から、計らずも理事長という大役をお引き受けすることになりました。

もとより微力でございますが、前任者が築いた堅固な礎のうえに、さらに“基本理念の精神”

を法人の事業に反映できるよう努めてまいる所存でございます。 

理事、監事並びに評議員の皆様、保護者会及び後援会の会員の皆様、設立以来ご支援くだ

さった多くの方々のご指導、ご協力を、これまで以上に賜りますよう 

よろしくお願い申し上げます。 

 

 

新しく施設長になりました 

  

 

 皆様，私は先月 6 月からワークつるがや・らく壱番館の施設長として赴任して

きました紺野英夫と申します。 

この施設の現在があるのは，これまでの多くの皆様方の努力の賜物であり心から敬意を表す

るものであります。親の会が中心となった社会福祉法人化のための活動（これは何と言っても

自己資金の確保が大変だったと思います。），そして運営方針の検討，それに併せた施設建設，

加えて障害者自立支援法等の法改正の動きへの対応，そういう混乱期の中からグループホーム

の拡充を図ってきたことには実に頭の下がる思いであります。 

現在，法人としての運営は順調に実績を上げてきている中で，松本新理事長の挨拶にもある

ように，法人の基本理念でもある「きめ細かいサービスの提供」の継承を肝に銘じて職に従事

して参る所存であります。 

 これからどうぞよろしくお願いいたします。 

 

ワークつるがや・らく壱番館 

   施設長  紺野 英夫 

 

 

法人理念の継承を 

 

 

社会福祉法人仙台つるがや福祉会                        

理事長 松本 和美 

 

URL：http:/www.nagomi-udon.jp/


 

 

人件費支出 109,784,332 

事務費支出 16,449,552 

事業費支出 22,850,211 

減価償却費 19,714,053 

引当金繰入 646,494 

福祉事業活動支出計 169,444,642 

○退職者 

ワーク 

つるがや 

支援員 福田 淳 平成 26 年3 月 31 日 

支援員 菅原 拓 平成 26 年3 月 31 日 

支援員 渡邊いずみ 平成 26 年3 月 31 日 

らく壱番館 
支援員 飯田由民子 平成 26 年3 月 31 日 

支援員 玉置 幸子 平成 26 年3 月 31 日 

 

平成２６年度事業計画 

○基本方針 

 本法人は、基本理念の元、障害者総合支援法に基づく指定

障害福祉サービス事業所「ワークつるがや」(生活介護、短期

入所、就労継続支援 B 型)のさらなる充実・安定を図ります。

特に麺の製造販売、軽食喫茶室「なご味」の運営については、

「うどん移動販売車」を活用し、イベント等に多く参加し、

販路の拡大を図るとともに、利用者と地域住民との交流を一

層深め、地域で共に生活できる環境作りに努めます。また、

利用者の地域での自立を支援するため、指定障害者福祉サー

ビス事業所「らく壱番館」「らく弐番館」「らく参番館」にお

ける指定共同生活援助事業の充実に取り組みます。さらに、

指定特定・障害児相談支援事業所「プランつるがや」を開設

し、ワークつるがや利用者の計画相談支援に取り組みます。

仙台市からの受託事業「八木山更生事業」につきましては、

現行どおり実施します。 

 

平成２５年度 決算報告 

福祉事業活動収支差額 32,336,607 円 

内訳【収入】 

自立支援費等収入 165,522,715 

補助事業等収入 11,303,853 

寄付金収入 6,161,365 

雑収入 2,838,716 

引当金戻入 24,960 

国庫補助金等特別積立金取崩額 15,929,640 

福祉事業活動収入計 201,781,249 

【支出】 

就労事業等活動収支差額 216,545 円 

 内訳【収入】11,422,548 円 

   【支出】11,206,003 円 

 

○事業計画 

(1) 理事会開催  年 2 回以上  

(2) 評議員会開催 年 2 回以上 

(３)監事監査   年 1 回以上  

(４)うどん移動販売車の販売強化 

(５)「プランつるがや」の開設(平成 26 年 4 月） 

(６)後援会との協力の強化 

 

わた・あめ蔵 君 

後援会・保護者会からの寄附で「綿あ

め機」と「ポップコーン機」を購入させ

ていただきました。「うどん移動販売車」

とともにイベント等に出かけ、これまで

以上の集客を図れることでしょう。 

丁寧に，大事に 

使わせていただきます。 

 

○理事・監事・評議員 （敬称略） 

任期:平成 26 年 6 月 5 日～2 年間） 

理事長 松本 和美 学識経験者 

理事・評議員 伊藤 恒幸 学識経験者 

理事 宍戸 武夫 保護者代表 

理事・評議員 佐藤 敬 学識経験者 

理事 横澤 文代 保護者代表 

理事・評議員 飯田 勝男 地域の福祉関係者 

理事・評議員 藤島 省太 学識経験者 

理事・評議員 紺野 英夫 施設長 

理事・評議員 横澤 行夫 地域の福祉関係者 

理事・評議員 渡部 寛治 学識経験者 

監事 小池 栄一 学識経験者 

監事 渡邉 努 財務諸表等の監査 

評議員 阿部 眞吾 地域代表者 

評議員 大庭美知子 学識経験者 

評議員 熊谷 憲一 学識経験者 

評議員 佐々木剛一 地域代表者 

評議員 小野 恵子 保護者代表 

評議員 進藤 道子 学識経験者 

評議員 髙田 惠子 学識経験者 

評議員 谷村 正 保護者代表 

評議員 永野多賀志 学識経験者 

評議員 土生 絹子 学識経験者 

評議員 武藤 睦郎 地域代表者 

評議員 後藤 順一 保護者代表 

評議員 吉冨 高子 学識経験者 

評議員 渡邊 正則 保護者代表 

 

○新職員                  

ワーク 

つるがや 

支援員 高橋 克彦 平成 26 年 4 月 1 日 

支援員 柏崎 光帆 平成 26 年 4 月 1 日 

支援員 鈴木 新奈 平成 26 年 4 月 1 日 

支援員 藤河 奈々 平成 26 年 4 月 1 日 

支援員 山本 真大 平成 26 年 4 月 1 日 

支援員 小島 陽菜 平成 26 年 4 月 1 日 

支援員 田代 暢子 平成 26 年 4 月 1 日 

支援員 髙橋かおり 平成 26 年 4 月 1 日 

事務員 小野 直美 平成 26 年 4 月 1 日 

支援員 菅野 佳苗 平成 26 年７月 1 日 

事務員 佐々木 航 平成 26 年 7 月 1 日 

 

氏家みなみさん❤ 

鶴谷特別支援学校を卒業し、ワークにきました。

恥ずかしがり屋さんで笑顔が素敵な女の子です。 

いろいろな作業を頑張っています。 

○ワークつるがや在籍数 84 名(平成 26 年 4 月 1 日現在) 

   生活介護 46 名 

   就労継続支援 B 型 38 名 

○グループホーム在籍数 19 名(平成 26 年 4 月 1 日現在) 

ポップ・コーンちゃん 

訃 報 

ワークつるがやで仲間と一緒に仕事を

してきた髙橋優子さんが，病気療養中のと

ころ，去る平成 26 年 5 月 21 日に逝去

されました。 

心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

「火事だぁ～！逃げろぉ～！」 

職員ととも

に素早く！

避難する利

用者さん。 

らく壱・弐・参番館では、

消防署の方の立会いの下、

避難訓練を行いました。 

 いつもと違う様子に戸惑

いながらも無事に避難して

いました。訓練後に消防署

の方から、火事の怖さにつ

いて話をしていただき、利

用者も職員も真剣に聞きま

した。 


